
(57)【要約】

【課題】　鋼殻を反転させることなく、幅広の扁平空間

全体にコンクリートを打設・充填する。

【解決手段】　箱状に形成された鋼殻３の底板部５の外

表面にコンクリート１６を打設するハイブリッド構造体

のコンクリート打設方法において、上記鋼殻３の底板部

５の下方に所定の隙間１５をあけて型枠７、８を設け、

上記鋼殻の底板部５にコンクリート１６を打設するため

の開口部９を形成し、この開口部９を通して上記隙間１

５にコンクリート１６を加圧注入するようにした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 底 板 部 の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体
の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、
　 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 に 所 定 の 隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 に コ ン ク
リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を
加 圧 注 入 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 底 板 部 の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体
の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、
　 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 に 所 定 の 隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 こ の 型 枠 に コ ン ク リ ー ト を
打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を 加 圧 注 入
す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 開 口 部 に 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 を 装 着 し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 請 求 項 １ ま た は
２ い ず れ か に 記 載 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 開 口 部 を 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 の 水 平 方 向 略 中 央 部 に 形 成 し た 請 求 項
１ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 開 口 部 を 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 に 複 数 形 成 し て お き 、 中 央 側 の 開 口 部
を 通 し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 後 、 順 次 外 側 に 位 置 す る 開 口 部 を 通 し て コ ン ク リ ー ト を
打 設 す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 に 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 状 態 を 確 認 す る た め の 監 視 穴 を 形 成 し た 請 求
項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク
リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、
　 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 及 び 鋼 殻 の 側 板 部 の 側 方 に 所 定 の 隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 上
記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開
口 部 を 通 し て 上 記 底 板 部 下 方 の 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を 加 圧 注 入 し た 後 、 こ の コ ン ク リ ー ト
が 完 全 に 硬 化 す る 前 に 上 記 鋼 殻 の 側 板 部 外 表 面 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る と 共 に バ イ ブ レ
ー タ で 振 動 を 与 え 、 底 板 部 の コ ン ク リ ー ト と 側 板 部 の コ ン ク リ ー ト と を 一 体 的 に 形 成 す る
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン
ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、
　 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 ま た は 上 板 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の
開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を 加 圧 注 入 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ハ イ
ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鋼 と コ ン ク リ ー ト と か ら 構 成 さ れ る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鋼 と コ ン ク リ ー ト と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 は 、 種 々 の 形 状 の も
の が 様 々 な 用 途 に 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 箱 状 に 組 み 立 て ら れ た 鋼 殻 の 外 表 面 に コ ン ク
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リ ー ト 層 を 形 成 し て 構 成 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 が 、 浮 体 式 係 船 岸 （ 浮 き 桟 橋 ） と し て
用 い ら れ た り 、 他 方 、 上 下 に 鋼 板 が 設 け ら れ た 鋼 殻 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト 層 を 形 成 し て 構
成 さ れ た サ ン ド イ ッ チ 構 造 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 が 、 大 き な 耐 荷 重 性 を 必 要 と す る 部 分 で
の 床 板 等 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 浮 体 式 係 船 岸 は 、 潮 の 満 ち 引 き に 影 響 さ れ る こ と な く 、 船 舶 を 一 定 の 高 さ で 着 岸 さ
せ る こ と が で き る 。 こ の 浮 体 式 係 船 岸 に 、 表 面 を コ ン ク リ ー ト で 覆 っ た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造
体 を 利 用 し た こ と に よ っ て 、 内 部 の 鋼 殻 が 海 水 に 濡 れ る こ と が な く 、 鋼 殻 の 防 錆 作 用 が 得
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 上 記 ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 を 建 造 す る に 際 し て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 箱 状
の 鋼 殻 ５ １ を 製 作 し 、 そ の 箱 状 鋼 殻 ５ １ を 上 下 が 逆 に な る よ う に 架 台 ５ ２ 上 に 載 置 し （ 図
７ （ ａ ） 参 照 ） 、 最 初 に 上 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ ３ の 外 表 面 （ 上 面 ） に コ ン ク リ ー ト ５ ４
を 打 設 す る （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 、 ク レ ー ン 等 の 反 転
装 置 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 、 底 板 部 ５ ３ が 下 に な る よ う に 反 転 さ せ て （ 図 ７ （ ｃ ） 参 照 ）
、 架 台 ５ ２ 上 に 載 置 す る 。 そ の 後 、 側 板 部 ５ ５ 及 び 上 板 部 ５ ６ の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト ５
４ を 打 設 し て （ 図 ７ （ ｄ ） 参 照 ） 、 所 定 時 間 養 生 す る こ と で コ ン ク リ ー ト 打 設 管 ５ ４ が 硬
化 し て ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 箱 状 鋼 殻 ５ １ は 重 量 が 大 き い の で 、 上 述 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で は 、 ク レ ー
ン で 反 転 す る 作 業 が 非 常 に 大 変 で あ り 、 多 く の 手 間 と 時 間 と 費 用 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う な コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 が 案 出 さ れ て い た 。 こ の コ ン
ク リ ー ト 打 設 方 法 は 、 ま ず 、 箱 状 鋼 殻 ５ １ を 底 板 部 ５ ３ が 下 に な る よ う に 、 コ ン ク リ ー ト
製 架 台 ５ ７ 上 に 載 置 す る （ 図 ８ （ ａ ） 参 照 ） 。 こ の コ ン ク リ ー ト 製 架 台 ５ ７ は 、 こ の 後 に
形 成 す る コ ン ク リ ー ト 層 と 同 等 の 高 さ を 有 し て い る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト 製 架 台 ５ ７ を
内 部 に 取 り 込 む よ う に 底 面 及 び 側 面 の 型 枠 ５ ８ （ 図 ９ 参 照 ） を 形 成 し 、 コ ン ク リ ー ト ５ ９
を 側 板 部 ５ ５ と 側 面 型 枠 ５ ８ の 間 よ り 流 し 込 む 。 こ の と き 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 空 間 は 扁
平 形 状 で あ る の で 、 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト ５ ９ は 高 流 動 性 の も の を 用 い て 、 底 板 部 ５ ３
の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト ５ ９ を ム ラ な く 流 し 込 む よ う に な っ て い る 。 そ の 後 、 側 板 部 ５ ５
の １ ／ ３ 程 度 の 高 さ ま で コ ン ク リ ー ト ５ ９ の 打 設 を 行 い （ 図 ８ （ ｂ ） 参 照 ） 、 養 生 が 終 了
す る と 、 そ の 上 部 の 側 板 部 ５ ５ 及 び 上 板 部 ５ ６ の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト ５ ９ を 打 設 し て （
図 ８ （ ｃ ） 参 照 ） 、 所 定 時 間 養 生 す る こ と で ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 が 完 成 す る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ５ ４ ８ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ２ ０ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ ４ ３ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － １ ３ １ ８ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で は 、 底 板 部 ５ ３ の 外 表 面 （ 下 部 ） で の コ ン
ク リ ー ト の 広 が り は 、 コ ン ク リ ー ト ５ ９ の 流 動 性 に 左 右 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 コ ン ク リ
ー ト 打 設 方 法 で は 、 高 流 動 性 の コ ン ク リ ー ト ５ ９ を 使 用 し て い る た め 、 あ る 程 度 の 距 離 な
ら 水 平 方 向 へ 広 が る こ と が で き る が 、 長 い 距 離 （ 例 え ば ３ ｍ 以 上 ） で は 、 砂 利 と 水 分 の 分
離 等 が 発 生 し て 、 良 好 な 状 態 で 広 が る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 上 記 コ ン ク リ ー ト 打 設
方 法 は 、 幅 広 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 に は 適 用 で き ず 、 こ の 場 合 に は 、 箱 状 鋼 殻 ５ １ を 反 転
さ せ る 方 法 を 採 用 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-297905 A 2005.10.27



　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す べ く 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 鋼 殻 を
反 転 さ せ る こ と な く 、 幅 広 の 扁 平 空 間 全 体 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 ・ 充 填 で き る ハ イ ブ リ ッ
ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 本 願 請 求 項 １ の 発 明 は 、 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 底 板 部 の 外 表
面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、 上 記
鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 に 所 定 の 隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 に コ ン ク リ ー ト
を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を 加 圧 注
入 す る よ う に し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 底 板 部 の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る
ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 に 所 定 の
隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 こ の 型 枠 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ
の 開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を 加 圧 注 入 す る よ う に し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体
の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 開 口 部 に 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 を 装 着 し て コ ン ク リ ー ト を 打 設
す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 上 記 開 口 部 を 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 の 水 平 方 向 略 中 央
部 に 形 成 し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 上 記 開 口 部 を 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 に 複 数 形 成 し て お
き 、 中 央 側 の 開 口 部 を 通 し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 後 、 順 次 外 側 に 位 置 す る 開 口 部 を 通
し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 に 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 状 態 を 確 認 す る た め の 監
視 穴 を 形 成 し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 箱 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 外 表 面 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ リ
ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 の 下 方 及 び 鋼 殻 の 側 板 部
の 側 方 に 所 定 の 隙 間 を あ け て 型 枠 を 設 け 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 或 い は 上 記 型 枠 に コ ン ク リ ー
ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開 口 部 を 通 し て 上 記 底 板 部 下 方 の 隙 間 に コ ン ク
リ ー ト を 加 圧 注 入 し た 後 、 こ の コ ン ク リ ー ト が 完 全 に 硬 化 す る 前 に 上 記 鋼 殻 の 側 板 部 外 表
面 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る と 共 に バ イ ブ レ ー タ で 振 動 を 与 え 、 底 板 部 の コ ン ク リ ー ト と
側 板 部 の コ ン ク リ ー ト と を 一 体 的 に 形 成 す る よ う に し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー
ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る ハ イ ブ
リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 に お い て 、 上 記 鋼 殻 の 底 板 部 ま た は 上 板 部 に コ ン ク
リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 を 形 成 し 、 こ の 開 口 部 を 通 し て 上 記 隙 間 に コ ン ク リ ー ト を
加 圧 注 入 す る よ う に し た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 鋼 殻 を 反 転 さ せ る こ と な く 、 幅 広 の 扁 平 空 間 全 体 に コ ン ク リ ー ト を 打
設 ・ 充 填 で き る と い っ た 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 添 付 図
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面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 箱 状 に 組 み 立 て ら れ た 鋼 殻 の 外 周 面 に
コ ン ク リ ー ト 層 を 形 成 し て 構 成 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 （ 浮 体 式 係 船 岸 ） の コ ン ク リ ー
ト 打 設 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 を 製 造 す る に 際 し て は 、 ま ず 、 鉄 骨 １ や 鋼 板 ２ 等 の 鋼 材 を 組 み 立 て
て 箱 状 鋼 殻 （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） ３ を 製 作 す る 。 箱 状 鋼 殻 ３ は 、 鉄 骨 １ を 柱 や 梁 等 の 強 度
部 材 と し て 組 み 上 げ 、 そ の 外 面 に 鋼 板 ２ を 貼 り 付 け て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 箱 状 鋼 殻 ３ は
、 例 え ば 、 長 さ 略 ４ ０ ｍ 、 幅 略 １ ０ ｍ 、 高 さ 略 ２ ． ５ ｍ の 直 方 体 形 状 で 幅 広 に 形 成 さ れ て
い る 。 鋼 殻 ３ の 鋼 板 ２ の 内 側 面 に は 、 鋼 板 ２ の 強 度 を 高 め る た め の 補 強 リ ブ ４ が 、 長 さ 方
向 及 び 幅 方 向 そ れ ぞ れ に 略 ２ ． ５ ｍ ピ ッ チ で 配 列 さ れ て い る 。 鋼 殻 ３ の 外 周 面 に は 、 複 数
の ス タ ッ ド ジ ベ ル （ 図 示 せ ず ） が 所 定 ピ ッ チ で 配 列 さ れ て い る 。 鋼 殻 ３ の 上 板 部 １ １ に は
、 マ ン ホ ー ル １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ と は 別 に 、 後 の 工 程 で 鋼 殻 ３ を 設 置 し た と き に 、 鋼 殻 ３ の 下 部 と 側 部 に 位 置 す る 下
部 型 枠 ７ と 側 部 型 枠 ８ を 形 成 し て お く （ 図 １ 参 照 ） 。 こ れ ら 下 部 型 枠 ７ 及 び 側 部 型 枠 ８ は
、 鋼 殻 ３ の 底 板 部 ５ と 側 板 部 ６ に 対 し て 所 定 の 間 隔 （ 例 え ば １ ５ ０ ｍ ｍ ） の コ ン ク リ ー ト
打 設 空 間 （ 隙 間 ） １ ５ を あ け る よ う に 、 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 型 枠 ７ 、 ８ の 内 面 部 或 い は 鋼 殻 ３ の 外 面 部 に メ ッ シ ュ ワ イ ヤ 等 の 鉄 筋 （ 図 示 せ
ず ） を 配 筋 固 定 す る 。 そ の 後 、 鋼 殻 ３ を 型 枠 ７ 、 ８ 内 に 設 置 す る 。 こ の と き 、 鋼 殻 ３ の 底
板 部 ５ の 水 平 方 向 略 中 央 部 に 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 開 口 部 ９ を 形 成 す る 。 本 実
施 の 形 態 で は 、 開 口 部 ９ は 、 底 板 部 ５ の 幅 方 向 略 中 間 部 に 、 長 手 方 向 に 所 定 ピ ッ チ （ 本 実
施 の 形 態 で は 略 ２ ． ５ ｍ ピ ッ チ ） で 複 数 配 置 さ れ て い る 。 開 口 部 ９ は 、 補 強 リ ブ ４ の 位 置
を 避 け て 形 成 さ れ て い る 。 各 開 口 部 ９ に は 、 後 述 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 接 続 す る
た め の 配 管 取 付 部 材 １ ３ が 溶 接 に て そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。 配 管 取 付 部 材 １ ３ に は
、 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ が 用 い ら れ て い る 。 一 方 、 長 手 方 向 両 端 の 開 口 部 ９ の 外 側 の 底 板 部
５ に は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 １ ５ 内 の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 状 態 を 確 認 す る た め の 監
視 穴 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 １ 及 び 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 マ ン ホ ー ル １ ２ よ り コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４
を 挿 入 し て 、 そ の 先 端 を 底 板 部 ５ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ９ に 装 着 す る 。 コ ン ク リ ー ト 打 設 管
１ ４ は 、 配 管 取 付 部 材 １ ３ を 介 し て 開 口 部 ９ に 対 し て 気 密 に 装 着 さ れ て お り 、 鋼 殻 ３ 内 と
外 側 と は 気 密 に 区 画 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ か ら 開 口 部 ９ を 通 し て
５ ～ １ ０ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 で 加 圧 注 入 す る 。 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ の 上 流 側 は 、 ス ク イ ー ズ
ポ ン プ に 接 続 さ れ て お り 、 脈 動 を 少 な く し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の と き 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ は 普 通 コ ン ク リ ー ト （ ス ラ ン プ １ ８ ｃ ｍ 程 度 ） を 用 い る 。
ま た 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ に は 粉 体 を 使 用 し 粘 性 を 増 大 さ せ 、 ボ イ ド が 出 来 る の を 防 止 す る
。 コ ン ク リ ー ト １ ６ に は 、 膨 張 材 が 適 宜 混 入 さ れ 、 硬 化 時 の 収 縮 を 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 の 際 に は 、 底 板 部 ５ の 上 面 ま た は 下 部 型 枠 ７ の 下 面 か ら
バ イ ブ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） を 当 て て 、 振 動 を 与 え る こ と で 、 打 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ６ の
締 め 固 め を 行 う 。 バ イ ブ レ ー タ は 先 端 が 平 板 状 に 形 成 さ れ た 型 枠 バ イ ブ レ ー タ を 使 用 し 、
平 板 部 を 底 板 部 ５ や 下 部 型 枠 ７ に 押 し 当 て る こ と で 、 振 動 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ は 、 比 較 的 厚 さ の 薄 い 扁 平 形 状 の コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 １ ５
内 で 、 底 板 部 ５ の 下 面 及 び 底 部 型 枠 ７ の 上 面 に 接 し て 中 実 の 状 態 で 広 が る 。 こ れ と コ ン ク
リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 底 板 部 ５ の 略 中 央 部 に 形 成 さ れ た 開 口 部 ９ に 装 着 し て コ ン ク リ ー ト １
６ を 打 設 す る よ う に し た こ と に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 注 入 圧 力 は 、 空 気 中 へ 逃 げ る
こ と が な く 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ が 広 が る 方 向 へ の 押 出 力 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 よ
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っ て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 開 口 部 ９ を 中 心 と し て 円 形 放 射 状 に 押 し 流 す こ と が で き 、 長 距
離 （ 例 え ば １ ０ ｍ 程 度 ） で も 水 平 方 向 に コ ン ク リ ー ト １ ６ を 確 実 に 広 げ な が ら 打 設 ・ 充 填
す る こ と が で き る 。 ま た 、 注 入 圧 力 で コ ン ク リ ー ト １ ６ を 押 し 広 げ て い る た め 、 コ ン ク リ
ー ト １ ６ の 砂 利 と 水 分 の 分 離 等 の 発 生 を 防 止 で き 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 良 好 な 状 態 を 保 持
し な が ら 打 設 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 高 流 動 の コ ン ク リ ー ト を 用 い ず と も 、 普 通 コ ン ク リ ー ト １ ６ で 長 距 離 に わ た る
コ ン ク リ ー ト １ ６ の 確 実 な 打 設 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 型 枠 バ イ ブ レ ー タ を 用 い て 底
板 部 ５ に 振 動 を 与 え て い る の で 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 締 め 固 め が で き る と 共 に 、 水 平 方 向
へ の 移 動 が さ ら に 円 滑 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 水 平 方 向 に 距 離 が 長 い 幅 広 扁 平 形 状 の コ ン ク リ ー ト 打 設
空 間 １ ５ で も コ ン ク リ ー ト １ ６ を 広 げ な が ら 打 設 ・ 充 填 で き る の で 、 従 来 の よ う に 鋼 殻 ３
を 反 転 さ せ る 必 要 が な い 。 特 に 、 高 流 動 の コ ン ク リ ー ト を 用 い て も 広 が り き ら な い 、 巨 大
で 大 重 量 の 鋼 殻 ３ の 場 合 に は 、 反 転 さ せ る た め に 大 型 の ク レ ー ン を 必 要 と し て い た の で 、
反 転 を 必 要 と し な い メ リ ッ ト が 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 の 距 離 が 非 常 に 長 い 本 実 施 の 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設
管 １ ４ は 、 ま ず 、 長 手 方 向 中 央 に 位 置 す る 開 口 部 ９ （ 図 ２ 中 、 ９ （ １ ） に て 示 す ） に 装 着
し て コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る 。 こ の と き 、 隣 接 す る 開 口 部 ９ の 配 管 取 付 部 材 １ ３ を 開
い て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 状 態 を 確 認 す る と 共 に 、 開 口 部 ９ 以 外 の 部 分 の コ ン ク リ ー
ト １ ６ の 打 設 状 態 を 、 打 音 ハ ン マ ー 或 い は 超 音 波 セ ン サ 等 に よ り 確 認 す る 。 さ ら に 、 鋼 殻
３ の 側 板 部 ６ と 側 部 型 枠 ８ と の 間 を 上 部 か ら 目 視 し 、 幅 方 向 両 端 の 側 部 型 枠 ８ 部 分 ま で 、
コ ン ク リ ー ト １ ６ が 広 が っ た か を 確 認 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 上 記 開 口 部 ９ か ら の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 が 終 了 し た 後 は 、 コ ン ク リ ー ト 打
設 管 １ ４ を 隣 接 す る 開 口 部 ９ （ 図 ２ 中 、 ９ （ ２ ） に て 示 す ） に 装 着 し 換 え て 、 コ ン ク リ ー
ト １ ６ を 打 設 す る 。 こ の 開 口 部 ９ か ら の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 が 終 了 す る と 、 最 初 に コ
ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し た 開 口 部 ９ （ ９ （ １ ） ） の 逆 側 に 隣 接 す る 開 口 部 ９ （ 図 ２
中 、 ９ （ ３ ） に て 示 す ） に コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し 換 え る 。 そ の 後 は 、 二 番 目 に
コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し た 開 口 部 ９ （ ９ （ ２ ） ） の 逆 側 に 隣 接 す る 開 口 部 ９ （ 図
２ 中 、 ９ （ ３ ） に て 示 す ） に コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し 換 え る 。 そ の 後 、 最 初 に コ
ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し た 開 口 部 ９ （ ９ （ １ ） ） を 中 心 と し て 、 左 右 交 互 に 装 着 す
る 開 口 部 ９ （ ９ （ ４ ） ～ ９ （ ７ ） ） を 換 え な が ら 、 順 次 外 側 に 位 置 す る 開 口 部 ９ を 通 し て
コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 長 手 方 向 両 端 の 開 口 部 ９ （ 図 ２ 中 、 ９ （ ６ ） 及 び ９ （ ７ ） に て 示 す ） か ら コ ン ク
リ ー ト １ ６ を 打 設 す る 際 に は 、 底 板 部 ５ に 予 め 形 成 し て お い た 監 視 穴 １ ７ よ り 、 コ ン ク リ
ー ト 打 設 空 間 １ ５ 内 を 目 視 し て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 状 態 を 確 認 す る 。 本 実 施 の 形 態
で は 、 監 視 穴 １ ７ の 位 置 は 、 底 板 部 ５ の 幅 方 向 中 央 部 で あ る が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は
な く 、 例 え ば 、 幅 方 向 端 部 近 傍 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 打 設 方 法 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 １ ５ を 中 央 部 か ら
外 側 へ と 徐 々 に 打 設 さ れ て い く の で 、 内 部 に 空 気 が 閉 じ 込 め ら れ て 空 気 溜 ま り が 発 生 す る
こ と な く 、 確 実 に 充 填 さ れ て い く 。 よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 強 度 を 低 下 さ せ る こ と は
な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ の 装 着 は 、 中 央 の 開 口 部 ９ か ら 順 次
外 側 の 開 口 部 ９ へ と 行 う よ う に し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 長 手
方 向 一 端 側 の 開 口 部 ９ か ら 順 次 他 端 側 の 開 口 部 ９ へ と 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 管 １ ４ を 装 着 し
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換 え な が ら コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 ・ 充 填 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 一 定 時 間 養 生 を 行 い 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ が 完 全 に 硬 化 す る 前 に 、 図 ３ （ ｃ ） に
示 す よ う に 、 側 部 型 枠 ８ の 上 部 に 上 部 型 枠 １ ８ を 継 ぎ 足 し 、 鋼 殻 ３ の 側 板 部 ６ 外 表 面 の コ
ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る と 共 に バ イ ブ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） で 振 動 を 与 え る 。 バ イ ブ レ ー
タ は 棒 状 バ イ ブ レ ー タ を 使 用 し 、 新 た に 打 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ６ の 上 面 か ら 下 部 へ と 挿
入 し て 、 底 部 に 打 設 さ れ て い た コ ン ク リ ー ト １ ６ と 新 た に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト １ ６ と
の 境 界 面 を 混 ぜ 合 わ せ る 。 こ れ に よ り 、 底 板 部 ５ 下 部 の コ ン ク リ ー ト １ ６ と 側 板 部 ６ 側 部
の コ ン ク リ ー ト １ ６ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の 後 、 一 定 時 間 養 生 を 行 う 。 側 板 部 ６ 側 部 の コ ン ク リ ー ト １ ６ が 完 全 に 硬 化 す る 前 に
、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 鋼 殻 ３ の 上 板 部 １ １ の 上 部 の コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る と
共 に バ イ ブ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） で 振 動 を 与 え る 。 バ イ ブ レ ー タ は 先 の 工 程 と 同 様 に 棒 状 バ
イ ブ レ ー タ を 使 用 し 、 新 た に 打 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ６ の 上 面 か ら 下 部 へ と 挿 入 し て 、 側
部 に 打 設 さ れ て い た コ ン ク リ ー ト １ ６ と 新 た に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト １ ６ と の 境 界 面 を
混 ぜ 合 わ せ る 。 こ れ に よ り 、 側 板 部 ６ 側 部 の コ ン ク リ ー ト と 上 板 部 １ １ 上 部 の コ ン ク リ ー
ト と が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 鋼 殻 ３ 外 周 の コ ン ク リ ー ト １ ６ が 打 ち 継 ぎ 目 の な い 一 体 的 な も
の と な る 。 こ れ に よ り 、 鋼 殻 ３ の 被 覆 性 が 非 常 に 高 く 、 鋼 殻 ３ と 海 水 と の 接 触 を 確 実 に 防
止 で き る の で 、 鋼 殻 ３ が 錆 び る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 鋼 殻 ３ 外 周 の コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 ち 継 ぎ 目 の な い 一 体 的 な
も の と し た が 、 必 ず し も 、 一 体 的 で な け れ ば い け な い も の で も な い 。 例 え ば 、 図 ３ （ ｂ ）
に 示 し た 状 態 の 底 部 の コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 後 に 、 側 板 部 ６ 側 部 と 上 板 部 １ １ 上 部 の コ
ン ク リ ー ト １ ６ を 同 時 に 打 設 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 底 板 部 の 近 傍 に コ ン ク リ
ー ト の 打 ち 継 ぎ 目 が 発 生 す る が 、 こ の 打 ち 継 ぎ 目 は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 を 水 面 に 浮 か せ
た と き に 水 中 に 位 置 し て い る た め 、 問 題 と は な ら な い 。 す な わ ち 、 ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 を
水 面 に 浮 か せ た と き に 水 面 近 傍 に 当 た る 部 分 （ 喫 水 線 ） に コ ン ク リ ー ト の 打 ち 継 ぎ 目 が あ
る と 、 波 が 当 た っ て 打 ち 継 ぎ 目 か ら 海 水 が 浸 入 し や す く な る が 、 上 述 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造
体 で は 、 喫 水 線 に は 、 打 ち 継 ぎ 目 は な い の で 、 海 水 の 浸 入 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 他 の 実 施 の 形
態 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 １ の 実 施 の 形 態 が 、 底 板 部 ５ に コ ン ク リ ー ト 打 設 用 の 開 口 部 ９ を 形
成 し た の に 対 し て 、 下 部 型 枠 ７ に 開 口 部 １ ９ を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 場 合 、 鋼
殻 ３ の 底 板 部 ５ に は 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 状 態 を 確 認 す る た め の 監 視 穴 （ 図 示 せ ず ）
が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 開 口 部 ９ に 取 り 付 け ら れ た 配 管 取 付 部 材 １ ３ に は 、 ベ ン ト 管 も
し く は 空 気 弁 が 用 い ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 及 び 工 程 に つ い て は 、 上 記 実 施 の 形 態 と 同
様 で あ る の で 、 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 他 に 、 開
口 部 １ ９ は 、 鋼 殻 ３ の 補 強 リ ブ ４ の 位 置 に 制 限 さ れ る こ と な く 位 置 を 決 定 で き る の で 、 コ
ン ク リ ー ト 打 設 空 間 １ ５ の 丁 度 、 中 央 部 或 い は 幅 方 向 中 央 部 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ
れ に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト を さ ら に バ ラ ン ス よ く 打 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な さ ら に 他 の 実
施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ た 鋼 殻 ２ １ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 し
て 形 成 さ れ る サ ン ド イ ッ チ 構 造 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 を 例 に 挙 げ
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て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 鋼 殻 ２ １ は 、 鋼 板 か ら な る 底 板 部 ２ ２ と 上 板 部 ２ ３ と を 有 し て お り 、 こ れ ら 底 板 部 ２ ２
と 上 板 部 ２ ３ は 、 鉄 骨 （ 図 示 せ ず ） に て 連 結 さ れ て い る か 、 或 い は 端 部 で 側 板 部 （ 図 示 せ
ず ） に よ り 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 鋼 殻 ２ １ 内 に コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 す る に 際 し て は 、 上 板 部 ２ ３ に 、 コ ン ク リ ー ト を
打 設 す る た め の 開 口 部 ２ ４ を 形 成 す る 。 こ の 開 口 部 ２ ４ は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ２ ５ の
略 中 央 部 に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ２ ４ は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ２ ５ が 大 面 積 の 場 合 に
は 所 定 ピ ッ チ で 複 数 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 開 口 部 ２ ４ は 、 上 板 部 ２ ３ で は な く 、 底 板 部 ２ ２ に 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、
上 板 部 ２ ３ に は 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ の 打 設 状 態 を 確 認 す る た め の 監 視 穴 （ 図 示 せ ず ） を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 開 口 部 ２ ４ に コ ン ク リ ー ト 打 設 管 ２ ６ を 装 着 し て 、 こ の コ ン ク リ ー ト 打 設 管 ２ ６ よ
り 開 口 部 ２ ４ を 通 し て 、 鋼 殻 ２ １ 内 部 の コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 （ 隙 間 ） ２ ５ に コ ン ク リ ー
ト １ ６ を 加 圧 注 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 開 口 部 ２ ４ が 複 数 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 中 央 側 の 開 口 部 ２ ４ か ら 外 側 の 開 口 部 ２ ４
へ と 、 或 い は 一 端 側 の 開 口 部 ２ ４ か ら 他 端 側 の 開 口 部 ２ ４ へ と 、 順 次 コ ン ク リ ー ト 打 設 管
２ ６ を 装 着 し 換 え て 、 コ ン ク リ ー ト １ ６ を 打 設 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 面 積 が 広 い 扁 平 形 状 の サ ン ド イ ッ チ 構 造 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体
で も 、 鋼 殻 ２ １ 内 部 に コ ン ク リ ー ト １ ６ を 確 実 に 打 設 ・ 充 填 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を
説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を
説 明 す る た め の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を
説 明 す る た め の （ ａ ） は 第 一 工 程 説 明 図 、 （ ｂ ） は 第 二 工 程 説 明 図 、 （ ｃ ） は 第 三 工 程 説
明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を
説 明 す る た め の （ ａ ） は 第 四 工 程 説 明 図 、 （ ｂ ） は 第 五 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な 他 の 実 施 の 形
態 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 の 好 適 な さ ら に 他 の 実
施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 を 説 明 す る た め の （ ａ ） は 第
一 工 程 説 明 図 、 （ ｂ ） は 第 二 工 程 説 明 図 、 （ ｃ ） は 第 三 工 程 説 明 図 、 （ ｄ ） は 第 四 工 程 説
明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 を 説 明 す る た め の （ ａ ） は 第
一 工 程 説 明 図 、 （ ｂ ） は 第 二 工 程 説 明 図 、 （ ｃ ） は 第 三 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の ハ イ ブ リ ッ ド 構 造 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 方 法 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ３ 　 （ 箱 状 ） 鋼 殻
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　 ５ 　 底 板 部
　 ６ 　 側 板 部
　 ７ 　 （ 下 部 ） 型 枠
　 ８ 　 （ 側 部 ） 型 枠
　 ９ 　 開 口 部
　 １ ４ 　 コ ン ク リ ー ト 打 設 管
　 １ ５ 　 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 （ 隙 間 ）
　 １ ６ 　 コ ン ク リ ー ト
　 １ ７ 　 監 視 穴
　 １ ９ 　 開 口 部
　 ２ １ 　 鋼 殻
　 ２ ２ 　 底 板 部
　 ２ ３ 　 上 板 部
　 ２ ４ 　 開 口 部
　 ２ ５ 　 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 （ 隙 間 ）
　 ２ ６ 　 コ ン ク リ ー ト 打 設 管
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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